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輸血専従技師における輸血療法の補足説明及び同意書受領の取り組み
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医師の時間外労働の上限規制が適用されることに伴い，タスク・シフト/シェアの推進が求められている．我々は
「輸血に関する定型的な事項や補足的な説明と同意書の受領」に着目し，「補足説明業務」として運用を開始した．対
象は血液腫瘍内科外来を受診し，輸血用血液製剤投与予定の患者とした．説明を担当する輸血専従技師の教育は，ISO
15189で作成した力量評価表を活用し，認定輸血検査技師が OJT（On the Job Training）研修を実施した．
補足説明を受けた患者にアンケート調査を行い，満足度・必要性が共に高評価であり，患者の輸血療法への理解度

が向上したことが分かった．補足説明業務で得た患者情報は記録に残し，輸血専従技師間で共有することで患者個人
に合わせた対応が可能となった．また，現場に出向くことで看護師との連携を強化できた．
今後は，輸血に不慣れな診療科においてより安全な輸血療法の提供に貢献するため，輸血専従技師の余力を確保し

たうえで，対象診療科拡大を目指したい．
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はじめに
医師の時間外労働の上限規制が適用されることに伴
い，医師の労働時間短縮のために，医師以外の医療関
係職種が実施可能な業務について，タスク・シフト/
シェアを早急に進める必要がある１）．輸血・細胞治療に
関する臨床検査技師（以下，輸血専従技師）のタスク・
シフト/シェア業務は「血液製剤の洗浄・分割，血液細
胞（幹細胞等）・胚細胞に関する操作」「輸血に関する定
型的な事項や補足的な説明と同意書の受領」などが挙
げられる２）．当院の外来診療科の中で最も輸血使用量が
多い血液腫瘍内科は緩和ケアなどの患者も併診してい
る．そのため，診療中には治療に関する説明などが丁
寧に実施されている．また，同科において 2024年 3
月の月曜から金曜における患者一人当たりの診療時間
は平均約 27分である．厚生労働省の「令和 2（2020）年
受療行動調査（概数）の概況」で示されている外来患
者の診察時間と比較すると，医師が患者一人に割く時
間は長い３）．当院においてもタスク・シフト/シェアの
推進が求められており，「輸血に関する定型的な事項や
補足的な説明と同意書の受領（以下，補足説明業務）」
を輸血専従技師が担うことで医師の業務負担軽減に繋

がると考え，試験運用期間を経て血液腫瘍内科外来で
の補足説明業務を開始した．今回，補足説明業務を開
始するまでの試験運用期間中の活動内容及び効果，今
後の課題について報告する．

方 法
補足説明対象
血液腫瘍内科外来を受診し，輸血用血液製剤投与予
定の患者とした．補足説明が初回の患者だけでなく，
2回目以降の患者についても実施することとした．
補足説明担当
輸血検査業務を担う輸血専従技師のうち，輸血検査
から輸血療法に関する内容全般について一定の知識が
身についている者に限定した．補足説明担当者への教
育は，ISO 15189において使用している力量評価表を活
用した（図 1）．輸血専従技師は各評価項目に対して自
己評価を行い，部署責任者は筆記試験等を通して他己
評価を行って，個人の力量を判断した．輸血専従技師
でもある認定輸血検査技師（以下，認定技師）は血液
腫瘍内科医師の実施する輸血療法の説明業務を見学の
うえ，補足説明内容を決定し開始した．続けて，力量
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図 1　力量評価表（一部抜粋）
ISO 15189 において使用している技師教育のツール．自己評価を行った後，力量を持つ技師から他己評価が行われる． 

があると判断された輸血専従技師に対して認定技師が
OJT（On the Job Training）研修を実施して 1人立ちさ
せることとした．

補足説明内容
医師による輸血療法に関する説明後，血液腫瘍内科
外来の看護師が輸血専従技師を呼び出し，同科外来診
察室及び待合室にて補足説明を行う運用とした．医師
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表 1　患者情報の記録内容

Seq 名前 ID 備考

1 患者A 過去に帰宅後浮遊感あり
2 患者 B
3 患者 C
4 患者D
5 患者 E
6 患者 F
7 患者 G
8 患者H
9 患者 I
10 患者 J
11 患者 K 1 回目帰宅後発熱あり
12 患者 L A型肝炎について質問あり
13 患者M 輸血の理解あり，投与時の血管痛有
14 患者 N 【初回】難しいことは分からないとの発言有り
15 患者 O 輸血時発疹あり，ポララミン投与あり
16 患者 P 投与時間，場所について質問あり
17 患者 Q 重要な話がなければ，移動させない方がよいかも
18 患者 R
19 患者 S 【初回】血液型や感染症の知識少しあり
20 患者 T 聴力（右のみ），付き添いの妻にも説明
21 患者 U
22 患者 V 【初回】特に質問なし
23 患者W 特に質問なし，奥様同席
24 患者 X 【初回】特に質問なし
25 患者 Y 【初回】初めてのため不安があるとのこと
26 患者 Z 器具装着により発言できないため息子嫁にも説明

は「輸血療法の必要性」「使用する血液製剤の種類と使
用量」等の説明を行った．輸血専従技師は，補足説明
が初回の患者の場合，上記の項目の確認に加え「各製
剤の輸血効果」「感染症検査と検体保管」「副作用・感染
症救済制度と給付の条件」「輸血副反応」等について説
明した．医師は輸血施行の方針を主に説明し，輸血専
従技師は検査や副反応，感染症といった検査分野の説
明を行うよう工夫した．2回目以降の患者については輸
血療法に関する理解度を考慮して説明すると同時に，
自宅での副反応発生の有無について聞き取りを行うこ
ととした．説明後は患者へ輸血同意書の署名を求め，
同意書の記載不備がないか確認のうえで受領する業務
も請け負うこととした．補足説明業務後は，患者情報
を Excelファイルに記録し，部署内で使用している共有
フォルダ上に保存することとした．内容は，説明日お
よび説明時の様子・副反応情報，理解度など，補足説
明を担当する輸血専従技師で共有したい事柄に限定し
た（表 1）．
アンケート調査
試用期間（2021年 11月 22日～2022年 2月 28日）を

設け，補足説明が初回の患者にアンケート調査を実施
した（図 2）．質問内容は，満足度・必要性・理解度に
ついてである．理解度に関しては輸血歴がある患者，
即ち過去に医師から輸血療法の説明を受けたことがあ
る患者に限定して回答を得た．試用期間終了後，アン

ケート調査の結果を解析し，満足度や必要性の高さか
ら患者に好評であると判断した場合，正式に運用を開
始することとした．

結 果
補足説明時の対応
補足説明業務は，認定技師 1名の他，力量評価及び
OJT研修が終了した輸血専従技師 4名の計 5名で実施
した．従って，補足説明が 2回目以降の患者に対して
同一の輸血専従技師が対応できるとは限らない．患者
情報を記録に残すことは，別の輸血専従技師が対応す
る場合に重点的に説明する内容や注意点が把握でき，
患者個人に合わせて対応するために有用であった．ま
た，「輸血療法の実施に関する指針」や「赤血球型検査
（赤血球系検査）ガイドライン（改訂 4版）」では，輸血
関連情報カード（以下，カード）の作成・発行を推奨
している４）５）．当院もカードを発行しているため，補足
説明対象者がカード発行対象者であった際は併せて説
明することが可能となった．更に，同意書の受領業務
においては，輸血予定単位数の記載漏れや医師の押印
漏れ等の記載不備発見に貢献できた．医師の同意書記
入内容に問題がないことを確認したうえで，患者に正
しく署名してもらうことが出来た．
アンケート調査結果
試用期間中に実施したアンケート調査の結果を図 3
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図 2　アンケート調査設問内容 

に示す．23名から回答が得られ，輸血専従技師の補足
説明業務に対する満足度に関しては「満足」が 22名
（96%），「やや満足」が 1名（4%）で，「やや不満」や
「不満」の回答はなかった．補足説明業務の必要性につ
いては「必要」が 19名（82%），「どちらでもない」が

2名（9%），「不要」が 2名（9%）で，「必要」と回答し
た患者が多かった．補足説明による理解度については
輸血歴のある患者 20名から回答が得られた．「以前か
ら理解していた」が 10名（50%），「今回の説明で理解
した」が 10名（50%）で，半数の患者が補足説明によっ
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図 3　アンケート調査結果
（1）満足度において「やや不満」，「不満」と回答した患者は 0人であった．

て理解度が向上したことがわかった．アンケート調査
結果を輸血療法委員会に報告したところ，特に輸血が
初めての方への説明や，今後は外科系の手術における
輸血療法の補足説明を行うことで医師の業務負担軽減
になるという意見があった．また，当院は輸血専従技
師が同委員会の事務局や院内輸血マニュアルの管理，
輸血療法の説明書及び同意書の作成を担っている．従っ
て，患者サービスおよび良質な輸血療法を提供するた
めに，輸血専従技師による補足説明及び同意書受領業
務は有用であると判断され，承認を得たうえで正式運
用を開始した．
看護師との連携
従来は輸血専従技師が外来に出向くことはなく，補
足説明業務を契機に外来に出向くようになった．試用
期間内に補足説明業務を 34回行っており，外来に出向
いた回数も増加した．その際，検体採取や輸血準備の
状況，静脈路確保時のゲージ数等について看護師から
問われることがあった．外来に出向いたことで看護師
と直接話す機会が増え，情報共有回数が増加した．

考察及び課題
補足説明時に得た患者情報の記録は輸血専従技師間
でのみ閲覧しており，医師や看護師への情報提供は口
頭で行った．内容は，副反応歴や輸血時に加温が必要
である等，輸血を実施する際に重要な情報で，患者が
入院した場合や他院に転院する際にも引き継ぐべき内
容である．従って，患者の副反応歴や輸血時の注意点
および患者がカード保有者である等の情報は電子カル
テに記録し，積極的な他職種への展開を進めることが
今後の課題である．
補足説明業務によって理解度が上昇した結果には，
診療時間内において輸血療法の説明時間を十分に確保
することの難しさが背景にあると考える．医師は限ら
れた診療時間内に，患者の状態や治療方針など多岐に
わたる説明を行う必要がある．その中で輸血療法につ
いては，予定している輸血用血液製剤の種類や使用量

等，要点をまとめて説明していると考える．輸血専従
技師の補足説明によって，患者が受けとる情報量は増
え，自ら気になる点を質問しやすくなった．これまで
患者から受けた質問内容には，A型肝炎のリスクや帰
宅後に発生した蕁麻疹と輸血の関連性等があった．質
問内容はどれも具体的であり，患者が輸血療法につい
て理解していることが分かる．補足説明では，患者毎
に異なる疑問点に対応することによって，理解度向上
に貢献したと考える．また，アンケート調査結果で，
輸血専従技師の説明によって理解した患者は半数であっ
た．血液腫瘍内科は複数回に渡って輸血を行っている
患者が多く，輸血施行の同意取得毎に医師から説明を
受けている．既に，輸血療法について説明を受けた患
者でも理解度が上がったことから，輸血専従技師の補
足説明が理解度向上に寄与していると考える．患者自
身が輸血療法について十分に理解し，患者が主体的に
同意するか否か考えることができるようになったため，
満足度の高さや必要性を感じる結果になったと推察す
る．
輸血療法委員会において，補足説明業務による医師
の業務負担軽減が，いくつかの場面で期待されている
ことが分かった．まず，初めて輸血を受ける患者に輸
血療法の説明を行う場合である．初回の患者は輸血歴
がある患者と比べ，患者の理解を得るために時間をか
けて説明する必要がある．輸血専従技師が補足説明を
担うことで，医師が説明に割く時間を減らすことがで
きると考えられる．次に，手術説明を受ける患者に輸
血療法の説明を行う場合である．手術説明は，手術内
容や手術及び入院中の処置や発生しうるリスク等，多
岐にわたる内容である．その中に輸血療法の説明も含
まれており，輸血専従技師が担うことによって医師が
説明する数を減らすことができると考える．
また，患者の理解度・満足度上昇など多方面で貢献
できていることも分かった．比較的輸血に慣れている
診療科においても効果が見られたことから，あまり輸
血を使用しない診療科に対しては更なる貢献が期待で
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きる．対象診療科拡大については輸血療法委員会にお
いても肯定的な意見が出ているため，今後進めていき
たい．実現のためには輸血専従技師の余力確保が必要
であり，補足説明内容の定型化や 2回目以降の患者に
対する説明内容の簡易化を検討すべきであると考える．
血液腫瘍内科外来看護師との情報共有回数の増加か
ら，輸血専従技師と同科看護師の連携が強化されたこ
とが分かる．輸血の投与に関する問い合わせもあり，
同科における輸血療法の安全性向上に寄与したと考え
られる．現在，補足説明業務は血液腫瘍内科外来に限
定して取り組んでいるため，その他診療科の輸血に関
しては看護師との連携が不十分である可能性が高い．
加えて，当院には日本輸血・細胞治療学会の学会認定・
臨床輸血看護師が在籍しているが，外来には配置され
ていない．外来全体でより安全な輸血療法を提供する
ために，輸血専従技師の訪問に加えて，学会認定・臨
床輸血看護師を配置する必要があることが示唆された．

ま と め
医師の業務負担軽減を目的に補足説明業務を開始し
たが，患者の輸血への理解度向上が見られた．患者自
身が納得のいく医療を提供することで患者の満足度に
も繋がる．また，より安全な輸血療法を実現していく
ためには，患者の重要な情報は口頭のみではなく記録
媒体を用いて確実に共有し，輸血専従技師が積極的に
現場に関わっていくことが必要である．

著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし
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を得て行った．
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